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グラスマン多様体 Gr(m,n)

2通りの見方

1)  与えられたn次元線形空間のm次元線形部分空間
全体のなす集合

2)  与えられたn-1次元射影空間のm-1次元線形部分
多様体全体のなす集合　(こちらが先行した)



疑問
いつ誰がグラスマン多様体という言葉を使い始めたのか？

なぜGrassmannの名前が入っているのか？

Grassmann自身はグラスマン多様体を考えたのか？
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Grassmannの延長論
Ausdehnungslehre  (1844, 1862)





直線幾何学
S. Gindikin “Complex universe of Roger Penrose”
  Mathematical Inteligencer 5, no. 1 (1983)
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19世紀の直線幾何学 の究いおい 2 ,Phicker は

32次元射影空間 の 直線全 1本の 集合をひとつの幾何学的
対象として Sえて, 座標( Plu'cker座標 ) を導入た 。

Kleinは 2 の 集合を 5次元射影空間 の 22R曲面 とみαした

→ 19 70 年代の Penrose のツイスター 理論







Schubertの数え上げ幾何学 Math. Ann. 26 (1886)





Ehresmannの論文 (1934)
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Schubert のアイディアに 基づいてグラスマンタタ様体の

胞体分割 を 与えた 。
対称 空間 ( グラスアンタ様体は

その典型例 ) に関 するCartanの究が背景にある 。





Severiの論文 (1915)
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Annalidi Math
. Serieo , vol . 26

グラスマンタタ様体 といろ言葉 を 使 い ,

プリュッカー座標 をグラスマン座標の 名で

導入 している 。 Ausdehnungslehve を 引用 している
。







コルモゴロフ編(小林昭七監訳) 19世紀の数学 II
「グラスマンの多次元幾何」より

プリュッカー座標 = グラスマン座標



History of Mathematics Source Series
Volume: 19; 2000; 411 pp

Extension Theory (Ausdehnungslehre 1862)
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( AMS/ LMSよる英訳)

第3章 $ 2
,
65項 の 末尾 :

an βr …

aaan 言 Bbabt …= Ʃ αs Bs … arnGs Λ . …
res ∠ ^ . : : .



分解可能な外積形式と部分空間の対応関係
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docomposable p - vector E の P 次元
く→

Ep = x
,
Λ "nx o 線形分空間p

Ausdebnungslehre 1862年版 の 第 3章 2節 70項に

このことい当する 主了長がある。 Deudooneは

Grassmannがその 後 ^ " ΛOlp の 展間係数 SH

(= プリュッカー座標 = グラスマン座標 ) のみたす

代数的 関係式 を 追 い 求 めたと 書き記 している
。





まとめ


